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(57)【要約】

【課題】一対の操作杆の握り操作を繰り返すとき、各指

の離脱を防止して握り運動を簡単に行うことができる指

リハビリテーション具を提供する。

【解決手段】操作部６を有する一対の操作杆９，９を開

閉自在に握り操作する指リハビリテーション具１の、前

記操作杆９，９の一方に親指保持部１１を設け、他方の

操作杆９に人指し指，中指，薬指，小指等のうち少なく

とも２本の指を個別に挿入保持する指保持具１３，１３

を設けた。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 操 作 部 （ ６ ） を 有 す る 一 対 の 操 作 杆 （ ９ ） ， （ ９ ） を 開 閉 自 在 に 握 り 操 作 す る 指 リ ハ ビ

リ テ ー シ ョ ン 具 １ に お い て 、 前 記 操 作 杆 （ ９ ） ， （ ９ ） の 一 方 に 親 指 保 持 部 （ １ １ ） を 設

け 、 他 方 の 操 作 杆 （ ９ ） に 人 指 し 指 ， 中 指 ， 薬 指 ， 小 指 等 の う ち 少 な く と も ２ 本 の 指 を 個

別 に 挿 入 保 持 す る 指 保 持 具 （ １ ３ ） ， （ １ ３ ） を 設 け た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 。

【 請 求 項 ２ 】

　 操 作 杆 （ ９ ） の 操 作 部 （ ６ ） に 、 複 数 の 指 保 持 具 （ １ ３ ） ， （ １ ３ ） を 有 す る 操 作 片 （

１ ６ ） を 姿 勢 変 更 自 在 に 設 け た 請 求 項 １ の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 。

【 請 求 項 ３ 】

　 操 作 杆 （ ９ ） に 発 音 部 （ １ ７ ） を 設 け た 請 求 項 １ 又 は ２ の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 。

【 請 求 項 ４ 】

　 操 作 杆 （ ９ ） に 放 香 部 （ １ ９ ） を 設 け た 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

具 。

【 請 求 項 ５ 】

　 操 作 杆 （ ９ ） に ウ ェ イ ト （ ２ １ ） を 設 け た 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 又 は ４ の 指 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン 具 。

【 請 求 項 ６ 】

　 操 作 杆 （ ９ ） に 取 付 片 の 表 面 に 凹 凸 を 形 成 し て な る 突 起 部 （ ２ ０ ） を 着 脱 自 在 に 設 け た

請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 又 は ４ 又 は ５ の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 。

【 請 求 項 ７ 】

　 操 作 部 （ ６ ） の 先 端 に 作 動 部 （ ７ ） を 設 け た 一 対 の 操 作 杆 （ ９ ） ， （ ９ ） の 中 途 部 を 連

結 ピ ン （ １ ０ ） に よ っ て 回 動 可 能 に 連 結 し た 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 又 は ４ 又 は ５ 又 は ６ の

指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 。

【 請 求 項 ８ 】

　 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 （ １ ） を 、 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 （ ３ ） に 立 設 し た 支 持 杆 （ ５ ）

に 回 動 可 能 に 取 付 支 持 し た 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 又 は ４ 又 は ５ 又 は ６ 又 は ７ の 指 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 具 。

【 請 求 項 ９ 】

　 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 （ ３ ） に よ っ て 上 下 又 は 左 右 方 向 に 運 動 さ れ る 支 持 杆 （ ５ ） に 指 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 （ １ ） を 取 付 支 持 し た 請 求 項 １ 又 は ２ 又 は ３ 又 は ４ 又 は ５ 又 は ６ 又 は

７ 又 は ８ の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 操 作 杆 に 指 保 持 具 を 設 け た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 従 来 、 指 の 運 動 を 器 具 を 利 用 し ト レ ー ニ ン グ を す る こ と に よ っ て 、 握 力 増 強 や 老 化 防 止

並 び に 大 脳 の 発 達 促 進 を 図 り 、 手 指 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン （ 以 下 単 に リ ハ ビ リ と 言 う ） を

行 う 指 の 運 動 具 は 、 特 許 文 献 １ で 示 さ れ る よ う に 既 に 公 知 で あ る 。 こ の 指 の 運 動 具 は 弾 力

性 を 有 す る ゲ ル 状 物 質 を ゴ ム 状 フ ィ ル ム で 覆 っ た 円 筒 形 状 の 器 具 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 こ の 他 、 二 股 状 の 操 作 部 を 有 す る 操 作 杆 を ス プ リ ン グ 材 に よ っ て 形 成 し た 指 ト レ ー ニ ン

グ 具 が 、 握 力 筋 の 増 強 を 目 的 と す る ス ポ ー ツ 愛 好 者 等 で 多 用 さ れ る 。

　 さ ら に 、 老 人 ホ ー ム や 各 種 の リ ハ ビ リ 施 設 に お い て 、 指 の 運 動 機 能 の 改 善 や 認 知 症 予 防

等 を 器 具 を 利 用 し て 行 う パ ワ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 、 指 の 握 り 運 動 を 簡 単 に 行 う に 手 軽

な 器 具 と し て 、 洗 濯 物 を 乾 す 際 に 用 い ら れ る ク リ ッ プ （ 洗 濯 鋏 ） が 使 用 さ れ る 。

【 特 許 文 献 １ 】 実 開 平 ６ － ７ ５ ５ ２ ８ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】
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【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 上 記 特 許 文 献 １ で 示 さ れ る 指 の 運 動 具 は 、 ５ 指 の 全 て に よ り 円 筒 形 器 具 の 弾 力 性 に 抗 し

て 握 り 運 動 を 繰 り 返 し て ト レ ー ニ ン グ を す る も の で あ る か ら 、 手 の 全 体 的 な 握 力 を 向 上 さ

せ る 利 点 は あ る が 、 普 段 の 生 活 に お い て 使 用 頻 度 の 少 な い 、 例 え ば 薬 指 や 中 指 等 或 い は 特

に リ ハ ビ リ や 運 動 を 必 要 と す る 特 定 の 指 に 対 し ト レ ー ニ ン グ を 行 い 難 い 欠 点 が あ る 。

　 ま た 特 定 の 指 に 対 し ト レ ー ニ ン グ を 行 お う と す る と 、 握 り 操 作 を す る 度 に 対 象 と す る 指

を 意 識 的 に 選 択 し て 注 意 を 集 中 さ せ ね ば な ら な い た め 、 使 用 者 に と っ て ト レ ー ニ ン グ を 気

軽 に 且 つ 継 続 的 に 行 う こ と が 極 め て 困 難 と な る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 ま た 握 力 筋 の 増 強 を 目 的 と す る 二 股 状 の 操 作 杆 を ス プ リ ン グ 材 で 形 成 し た 指 の 運 動 具 は

、 握 力 の 弱 い 老 人 や 手 指 に 障 害 の あ る 人 に と っ て 、 弾 力 性 に 抗 し 強 い 握 り 操 作 力 が 要 る こ

と 及 び 操 作 部 が 滑 り 易 い た め に 使 用 し 難 い 欠 点 が あ る 。

　 ま た パ ワ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 用 の 運 動 具 と し て 洗 濯 鋏 は 、 任 意 な 指 を 選 択 し て 握 り 操

作 を 行 い 、 鋏 部 （ 作 動 部 ） の 開 閉 作 動 を 簡 単 に 行 う こ と が で き る 利 点 は あ る が 、 運 動 が 単

調 で あ る と 共 に 幅 狭 で 滑 り 易 い 操 作 部 か ら 指 外 れ を 伴 い 使 い 難 い 等 の 欠 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 以 上 の よ う に 何 れ の 指 の 運 動 具 も ト レ ー ニ ン グ 動 作 が 単 調 で あ る と 共 に 、 使 用 者 が 意 識

を 集 中 し て 握 り 操 作 を 継 続 し な け れ ば な ら な い た め 、 早 期 の 疲 労 や 倦 怠 感 を 生 じ 易 く 、 ト

レ ー ニ ン グ の 達 成 感 や 快 楽 反 応 が 不 足 し 十 分 な リ ハ ビ リ 効 果 が 得 ら れ な い 欠 点 が あ る 。

　 従 っ て 、 指 先 を 簡 単 に 興 味 を も っ て 運 動 す る こ と が で き 、 筋 肉 に 対 し 物 理 的 な 不 滑 動 状

態 を 引 き 戻 す と 共 に 、 こ の と き 生 ず る ア セ チ ル コ リ ン の 体 内 放 出 や 、 脳 内 の β エ ン ド ル フ

ィ ン 等 の 快 楽 反 応 物 質 の 発 生 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 が 求 め ら

れ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 は 、 第 １ に 、 操 作 部 ６ を 有 す る 一 対

の 操 作 杆 ９ ， ９ を 開 閉 自 在 に 握 り 操 作 す る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ に お い て 、 前 記 操 作

杆 ９ ， ９ の 一 方 に 親 指 保 持 部 １ １ を 設 け 、 他 方 の 操 作 杆 ９ に 人 指 し 指 ， 中 指 ， 薬 指 ， 小 指

等 の う ち 少 な く と も ２ 本 の 指 を 個 別 に 挿 入 保 持 す る 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ を 設 け た こ と を 特

徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 第 ２ に 、 操 作 杆 ９ の 操 作 部 ６ に 、 複 数 の 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ を 有 す る 操 作 片 １ ６ を 姿 勢

変 更 自 在 に 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 第 ３ に 、 操 作 杆 ９ に 発 音 部 １ ７ を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 第 ４ に 、 操 作 杆 ９ に 放 香 部 １ ９ を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 第 ５ に 、 操 作 杆 ９ に ウ ェ イ ト ２ １ を 設 け た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 第 ６ に 、 操 作 杆 ９ に 取 付 片 の 表 面 に 凹 凸 を 形 成 し て な る 突 起 部 ２ ０ を 着 脱 自 在 に 設 け た

こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 第 ７ に 、 操 作 部 ６ の 先 端 に 作 動 部 ７ を 設 け た 一 対 の 操 作 杆 ９ ， ９ の 中 途 部 を 連 結 ピ ン １

０ に よ っ て 回 動 可 能 に 連 結 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 第 ８ に 、 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 、 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ に 立 設 し た 支 持 杆 ５ に 回

動 可 能 に 取 付 支 持 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

10

20

30

40

50



(4) JP  2007-97819  A   2007.4.19

　 第 ９ に 、 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ に よ っ て 上 下 又 は 左 右 方 向 に 運 動 さ れ る 支 持 杆 ５ に 指 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 取 付 支 持 し た こ と を 特 徴 と し て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ６ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 本 発 明 に よ れ ば 、 一 方 の 操 作 杆 の 親 指 保 持 部 に 親 指 を 挿 入 し 、

他 方 の 操 作 杆 に 設 け た 複 数 の 指 保 持 具 に 他 の 複 数 の 指 を 選 択 し て 挿 入 保 持 す る こ と が で き

る の で 、 一 対 の 操 作 杆 の 握 り 操 作 を 繰 り 返 す と き 各 指 の 離 脱 を 防 止 し 、 簡 単 な 握 り 運 動 を

継 続 さ せ て 指 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 無 理 な く 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 の 握 り 操 作 を 行 う と き 、 手 指 の 動 き に 対 応 し 操 作 片 が 姿 勢 を 変

え て 手 に な じ む の で 、 指 に 無 理 な 動 き を 強 要 す る こ と な く 指 の 不 自 由 な 使 用 者 で も 握 り 操

作 を 楽 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 と 腕 の 方 向 と を 略 直 線 状 に し て

行 う 、 指 先 で の 摘 ま み 運 動 を 行 い 易 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 の 握 り 運 動 を 、 発 音 部 か ら 発 生 す る 音 に よ っ て 聴 覚 を 利 用 し て

促 進 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 の 握 り 運 動 を 、 放 香 部 か ら 発 生 す る 芳 香 に よ っ て 臭 覚 を 利 用 し

て 促 進 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 操 作 杆 に 設 け た ウ ェ イ ト に よ っ て 、 指 に ウ ェ イ ト 重 量 を 付 加 し た 指 の ト レ ー ニ ン グ を 簡

単 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 凹 凸 を 形 成 し た 突 起 部 を 操 作 杆 に 対 し 着 脱 自 在 に 設 け る こ と に よ り 、 突 起 形 状 や 凹 凸 模

様 を 変 え た 複 数 の 突 起 部 を 準 備 し 、 こ れ ら を 選 択 し 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 に 簡 単 に 付 け

替 え る こ と が で き 、 使 用 者 毎 に 適 切 な 指 の 触 覚 刺 激 を 与 え る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 操 作 部 の 先 端 に 作 動 部 を 設 け た 一 対 の 操 作 杆 の 中 途 部 を 連 結 ピ ン に よ っ て 回 動 可 能 に 連

結 し た こ と に よ り 、 操 作 部 の 握 り 操 作 に 伴 う 作 動 部 の 開 閉 作 動 を 利 用 し て 、 発 音 部 か ら 音

を 発 生 さ せ た り 放 香 部 か ら 芳 香 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に 立 設 し た 支 持 杆 に 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 を 回 動 可 能 に 取 付 支 持

す る こ と に よ り 、 使 用 者 の 指 を 支 持 杆 を 介 し て 楽 に 支 持 さ せ て 握 り 操 作 を 行 い 易 く す る こ

と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 に 設 け た 支 持 杆 を 上 下 又 は 左 右 方 向 に 駆 動 さ せ る こ と に よ り 、 指 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 の 握 り 運 動 と 支 持 杆 の 運 動 を 複 合 し た 指 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 行 う

こ と が で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 下 図 示 す る 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ は 発 明 に 係 わ る 指 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 具 １ の 第 １ 実 施 形 態 の 構 成 及 び 使 用 態 様 を 示 し 、 図 ２ は 図 １ の 指 保 持 部 ２ の 構 成 を

示 す 平 面 図 で あ る 。 図 ３ は 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 第 ２ 実 施 形 態 の 構 成 を 示 し 、 図 ４

は 左 右 に 配 置 さ れ る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 上 下 運 動 さ せ る 指 ト レ ー ニ ン グ 運 動 装 置

３ の 構 成 及 び 使 用 態 様 を 示 す 。 図 ５ は 図 ４ の 支 持 杆 ５ と 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 連 結

構 造 の １ 例 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 第 １ 実 施 形 態 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ に つ い て 図 １ ， 図 ２ を 参 照 し 説 明 す る 。 こ の

指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 握 り 操 作 を す る と き 指 を 掛 け る 操 作 部 ６ と 操 作 に 基 づ き 開

閉 作 動 さ れ る 作 動 部 ７ を 一 体 的 に 形 成 し た 一 対 の 操 作 杆 ９ ， ９ と 、 該 操 作 杆 ９ ， ９ の 中 途
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部 を 回 動 可 能 に 連 結 す る 連 結 ピ ン １ ０ と 、 操 作 杆 ９ ， ９ の 各 操 作 部 ６ に 設 け ら れ る 指 保 持

部 ２ と 親 指 保 持 部 １ １ 等 か ら な る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 示 例 に お け る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 操 作 杆 ９ ， ９ の 作 動 部 ７ ， ７ を 閉 じ 方 向

に 作 動 付 勢 す る コ イ ル 状 の ス プ リ ン グ １ ２ を 作 動 部 ７ ， ７ の 対 向 部 に 着 脱 可 能 に 設 け て 連

結 し て い る 。 こ れ に よ り 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 非 握 り 操 作 状 態 か ら ス プ リ ン グ １

２ の 弾 力 性 に 抗 し 握 り 操 作 す る と 、 図 １ の 実 線 で 示 す よ う に 作 動 部 ７ ， ７ を 開 方 向 に 作 動

す る こ と が で き 、 且 つ 握 り 操 作 を 止 め る と 、 ス プ リ ン グ １ ２ の 戻 し 力 に よ っ て 作 動 部 ７ ，

７ の 先 端 部 を 接 当 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 上 記 コ イ ル 状 の ス プ リ ン グ １ ２ は 、 両 端 を 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 取 付 部 （ 取 付 孔

） に 着 脱 可 能 に 設 け て お り 、 予 め 用 意 さ れ た 弾 力 性 の 異 な る 複 数 の ス プ リ ン グ １ ２ を 、 使

用 者 毎 に 好 適 と さ れ る 強 さ の も の を 選 択 し 、 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ に 簡 単 に 装 着 し て

使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 複 数 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ に 強 さ の 異 な る ス プ リ ン グ

１ ２ を 各 別 に 設 け る 場 合 に は 、 ス プ リ ン グ 力 の 大 ， 中 ， 小 の 強 さ 対 応 さ せ て 例 え ば 赤 色 ，

青 色 ， 黄 色 等 に 色 分 け を す る と 、 使 用 者 の 誤 認 使 用 を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 使 用 者

毎 の リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン （ ト レ ー ニ ン グ ） レ ベ ル に 応 じ た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 正

確 に 選 択 し 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 示 例 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 親 指 操 作 側 （ 下 側 ） の 操 作 杆 ９ の 端 部 に 挿 入 さ

れ る 親 指 を 保 持 す る 環 状 の 親 指 保 持 部 １ １ を 設 け 、 且 つ 上 側 の 操 作 杆 ９ の 端 部 に 親 指 以 外

の 複 数 の 指 を 個 別 に 挿 入 保 持 す る 環 状 の 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ ・ ・ を 設 け 指 保 持 部 ２ を 構 成

し て い る 。 こ れ に よ り 親 指 保 持 部 １ １ 及 び 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ ・ ・ は 、 対 応 す る 親 指 と 人

指 し 指 ， 中 指 ， 薬 指 ， 小 指 を 差 し 込 ん で 操 作 杆 ９ ， ９ を 握 り 操 作 し 易 く す る こ と が で き 、

握 り 操 作 を 繰 り 返 す 際 に 各 指 の 離 脱 を 防 止 し た 握 り 運 動 を 楽 に 継 続 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 上 記 指 保 持 部 ２ の 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ ・ ・ は 、 操 作 部 ６ の 端 部 に 取 付 軸 １ ５ に よ っ て 回

動 可 能 に 軸 支 さ れ る 板 状 の 操 作 片 １ ６ に 設 け て い る 。 こ の 構 成 に よ れ ば 図 １ で 示 す よ う に

、 先 ず 親 指 を 親 指 保 持 部 １ １ に 挿 入 し た 状 態 で 他 の ４ 本 の 各 指 を 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ ・ ・

に そ れ ぞ れ 挿 入 保 持 す る こ と が で き 、 互 い の 操 作 部 ６ ， ６ を ス プ リ ン グ １ ２ の 弾 力 性 に 抗

し 閉 じ 方 向 に 握 る と 、 在 来 の 洗 濯 鋏 と 同 様 に 連 結 ピ ン １ ０ を 支 点 に 作 動 部 ７ ， ７ を 開 き 方

向 に 作 動 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 握 り 操 作 を 止 め 開 き 方 向 に 操 作 （ 開 放 操 作 ） す る と 、

作 動 部 ７ ， ７ は ス プ リ ン グ １ ２ の 弾 力 性 に よ っ て 元 の 閉 じ 状 態 と な る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 上 記 の よ う に 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 握 り 操 作 を 繰 り 返 す と き 、 各 指 は 対 応 す る 親

指 保 持 部 １ １ 及 び 指 保 持 部 ２ の 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ ・ ・ に 保 持 さ れ て い る の で 、 操 作 部 ６

， ６ か ら の 指 外 れ を 防 止 し て 握 り 操 作 を 連 続 的 に 行 う こ と が で き る 。 従 っ て 、 何 れ か の 指

が 不 自 由 な 使 用 者 に 対 し て も 指 外 れ を 防 止 し 、 ス ム ー ズ な ト レ ー ニ ン グ を 確 実 に 行 い リ ハ

ビ リ 効 果 を 上 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま た 指 保 持 部 ２ は 操 作 片 １ ６ に 複 数 の 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ ・ ・ を 設 け て い る の で 、 指 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 握 り 操 作 に よ る 開 閉 作 動 毎 の 手 指 の 動 き に 対 応 し 、 操 作 片 １ ６ が

取 付 軸 １ ５ を 支 点 に 回 動 し て 自 ず と 角 度 調 整 を す る の で 、 指 に 無 理 な 動 き を 強 要 す る こ と

な く 姿 勢 変 更 し 手 に な じ み 易 い 等 の 利 点 が あ る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 従 っ て 、 指 が 不 自 由 な 使 用 者 で も 握 り 操 作 を 楽 に 行 う こ と が で き る 。 さ ら に 指 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 具 １ と 腕 の 方 向 と を 略 直 線 状 に し て 行 う 、 指 先 で の 摘 ま み 運 動 操 作 も 行 い 易 く

な り 、 多 様 な 運 動 ト レ ー ニ ン グ を 可 能 に す る こ と が で き る 。 ま た 図 ４ で 後 述 す る よ う に 指

ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ の 支 持 杆 ５ に 支 持 し た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 握 り 操 作 も 、 支 持

杆 ５ の 運 動 に 合 わ せ て ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 等 の 特 徴 が あ る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】

　 上 記 指 保 持 具 １ ３ や 親 指 保 持 部 １ １ は 、 可 撓 性 及 び 弾 力 性 を 有 す る 部 材 で 各 指 を 挿 入 保

持 す る 標 準 径 の リ ン グ 状 に す る こ と が 望 ま し く 、 こ の 場 合 に は 使 用 者 毎 に 異 な る 指 の 太 さ

に 対 応 し て 汎 用 性 を 有 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ ・ ・ は 、 前 記

各 対 応 す る 指 を 挿 入 し て 使 用 す る 他 、 任 意 な 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ に 対 し 例 え ば 中 指 と 薬 指

の み を 挿 入 し て 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の と き 指 が 挿 入 さ れ な い 指 保 持 具 １ ３ は 、 挿 入

さ れ な い 他 の 指 に よ っ て 上 方 か ら 押 圧 さ れ 、 復 元 性 を 有 し て 撓 ま せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 さ ら に 、 実 施 形 態 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 握 り 操 作 に 基 づ い て 音 （ 操 作 音 ） を

発 生 す る 発 音 部 １ ７ と 、 香 を 発 生 す る 放 香 部 １ ９ を 選 択 可 能 に 設 け て い る 。 ま た 操 作 杆 ９

， ９ の 表 面 の 適 所 に は 凹 凸 面 か ら な る 突 起 部 ２ ０ を 設 け て 、 凹 凸 に 指 を 接 触 さ せ る こ と に

よ り 触 覚 刺 激 を 付 与 で き る よ う に し て い る 。 ま た 作 動 部 ７ に は ウ ェ イ ト ２ １ を 着 脱 自 在 に

設 け ウ ェ イ ト 重 量 を 利 用 し た ト レ ー ニ ン グ の 促 進 を す る こ と が で き る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 次 に 上 記 の よ う な 付 属 構 造 に つ い て 説 明 す る 。 図 示 例 の 発 音 部 １ ７ は 本 体 の 下 面 側 に 突

出 さ せ た ネ ジ 部 １ ７ ａ を 、 作 動 部 ７ に 形 成 し た ネ ジ 孔 ７ ａ に 着 脱 自 在 に 設 け る 構 成 と し て

い る 。 こ の 発 音 部 １ ７ は 内 部 に 発 音 部 材 を 収 容 し た 例 え ば マ ラ カ ス 楽 器 に す る こ と が で き

、 こ の 場 合 に は 発 音 部 １ ７ を 装 着 し た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 全 体 を リ ズ ミ カ ル に

振 る こ と に よ り マ ラ カ ス 音 を 発 生 さ せ る こ と が で き 、 ま た 操 作 部 ６ ， ６ の 握 り 操 作 を す る

運 動 に 合 わ せ て 発 音 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 即 ち 、 発 音 部 １ ７ を 備 え た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 楽 器 と し て 兼 用 す る こ と が で

き た り 、 握 り 操 作 に 基 づ く 指 の リ ハ ビ リ を 行 う 際 に 、 発 生 さ れ る 音 に よ っ て 使 用 者 の 興 味

を 喚 起 し た り 、 ゲ ー ム 性 を 有 し て 楽 し く 使 用 す る こ と が で き る と 共 に 、 リ ハ ビ リ 効 果 を 向

上 さ せ る こ と が で き る 。

　 尚 、 発 音 部 １ ７ は 上 記 の よ う な 楽 器 に 限 る こ と な く 、 図 ３ で 後 述 す る よ う に 操 作 片 １ ６

の 適 所 に 鈴 を 取 付 け た も の や 、 笛 音 や ラ ッ パ 音 等 を 発 生 さ せ る 吹 奏 楽 器 或 い は カ ス タ ネ ッ

ト 等 の 打 楽 器 等 の 構 造 に す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 放 香 部 １ ９ は 、 作 動 部 ７ ， ７ の 一 方 の 先 端 に 芳 香 剤 ２ ２ を 収 容 し た 容 器 ２ ３ を 設 け 、 他

方 の 先 端 に 容 器 蓋 ２ ５ を 設 け 、 容 器 ２ ３ が 容 器 蓋 ２ ５ で 蓋 を し た 状 態 か ら 握 り 操 作 に よ っ

て 容 器 蓋 ２ ５ が 開 か れ る と 、 内 部 の 芳 香 剤 ２ ２ の 香 を 発 散 す る こ と が で き る 。

　 従 っ て 、 放 香 部 １ ９ を 備 え た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 握 り 操 作 に 基 づ く 容 器 ２ ３

の 開 閉 に よ っ て 芳 香 を 発 す る こ と が で き る の で 、 使 用 者 は 香 に よ る 臭 覚 の 快 感 を 得 な が ら

指 の ト レ ー ニ ン グ を 続 行 し リ ハ ビ リ 効 果 を 上 げ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 尚 、 芳 香 剤 ２ ２ を 交 換 可 能 に 設 け た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 互 い の 指 リ ハ ビ リ テ

ー シ ョ ン 具 １ に 装 填 さ れ た 香 を 嗅 い で そ の 香 名 を 当 て 合 う ゲ ー ム 用 具 と し て も 使 用 す る こ

と が で き る 。 ま た 各 芳 香 剤 １ ０ の 香 特 性 に 基 づ い て 、 覚 醒 作 用 や リ ラ ッ ク ス 感 を 選 択 し て

得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 突 起 部 ２ ０ は 、 操 作 部 ６ 或 い は 作 動 部 ７ の 適 所 に 交 換 可 能 に 取 付 け ら れ る シ ー ル （ 取 付

片 ） の 表 面 に 、 指 先 に 十 分 な 触 覚 刺 激 を 付 与 す る こ と が で き る 凹 凸 を 形 成 し た 構 成 と し て

い る 。 こ の 際 に 突 起 部 ２ ０ の 凹 凸 は 絵 文 字 状 の 凹 凸 模 様 に す る と 、 該 凹 凸 模 様 を 使 用 者 が

指 で な ぞ る こ と に よ り 、 そ の 内 容 を 目 を 閉 じ た 状 態 で も 認 知 し 合 っ た り 、 指 リ ハ ビ リ テ ー

シ ョ ン 具 １ の 種 類 を 正 確 且 つ 簡 単 に 知 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ま た 図 示 例 の 構 成 か ら な る 突 起 部 ２ ０ は 、 突 起 の 先 端 形 状 や 凹 凸 模 様 を 変 え た 複 数 の も

の を 準 備 す る こ と が で き 、 こ れ ら を 選 択 し 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ に 簡 単 に 付 け 替 え る

こ と が で き る 。 従 っ て 、 使 用 者 毎 に 好 適 な 指 の 触 覚 刺 激 を 与 え て 脳 の 活 性 化 を 促 す 器 具 と
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し て 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 目 の 不 自 由 な 使 用 者 が 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 種 類

を 正 し く 認 知 し 易 く す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 尚 、 突 起 部 ２ ０ は 凹 凸 を 形 成 し た 透 明 状 の シ ー ル に す る と 、 必 要 な 箇 所 に 簡 単 に 貼 着 す

る こ と が で き る と 共 に 、 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 本 体 の 色 を 透 か し て 外 観 す る こ と が

で き る 。 ま た 上 記 の よ う な 突 起 部 ２ ０ は 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 本 体 を プ ラ ス チ ッ ク

材 で 形 成 す る 際 に 、 凹 凸 を 一 体 的 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 図 示 例 の ウ ェ イ ト ２ １ は 板 バ ネ か ら な る 挟 持 用 の ク リ ッ プ （ 取 付 部 材 ） ２ １ ａ を 有 し て

お り 、 該 ク リ ッ プ ２ １ ａ に よ っ て 操 作 杆 ９ ， ９ の 適 所 に 取 付 け る こ と が で き る 。 ウ ェ イ ト

２ １ を 操 作 杆 ９ の 先 端 部 と な る 操 作 部 ６ に 設 け た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 適 正 重 量

を 選 択 し て 握 り 操 作 す る と き 、 使 用 者 の 運 動 の 達 成 感 を 付 与 さ せ た り ト レ ー ニ ン グ 向 上 心

を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 先 端 部 に ウ ェ イ ト ２ １ を 有 す る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は

、 操 作 部 ６ を 把 持 し た 状 態 で の 振 り 回 し 運 動 や ダ ン ベ ル を 兼 用 し た 運 動 を 行 う こ と が で き

る の で 、 手 首 も 鍛 え る こ と が で き る 。 尚 、 ウ ェ イ ト ２ １ は 予 め 操 作 杆 ９ に 形 成 さ れ た ウ ェ

イ ト 装 着 部 に 重 量 調 節 可 能 に 設 け る こ と も で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 一 方 の 操 作 杆 ９ に 親 指 を 挿 入 保

持 す る 親 指 保 持 部 １ １ を 設 け 、 他 方 の 操 作 杆 ９ に 人 指 し 指 ， 中 指 ， 薬 指 ， 小 指 等 の 少 な く

と も 複 数 の 指 を 挿 入 保 持 す る 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ を 設 け て い る の で 、 親 指 保 持 部 １ １ に 親

指 を 挿 入 し 、 運 動 や リ ハ ビ リ を 行 い た い 指 を 指 保 持 具 １ ３ に 挿 入 し た 状 態 で 握 り 操 作 を 簡

単 に 繰 り 返 す こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 こ の と き バ ッ ク ミ ュ ー ジ ッ ク 等 を 利 用 す る と 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 運 動 を 、 音 楽

や リ ズ ム に 合 わ せ て よ り 楽 し く 飽 き を 感 じ さ せ る こ と な く 続 行 す る こ と が で き る の で 、 パ

ワ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 等 の 効 果 も よ り 向 上 さ せ る こ と が で き る 。

　 ま た 操 作 杆 ９ ， ９ に 作 動 部 ７ ， ７ を 設 け た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 該 作 動 部 ７ に

発 音 部 １ ７ や 放 香 部 １ ９ を 簡 単 に 設 け る こ と が で き る と 共 に 、 握 り 操 作 に よ っ て 開 閉 作 動

す る 作 動 部 ７ の 動 作 毎 に 音 声 を 発 生 さ せ た り 芳 香 を 発 散 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 こ れ に よ り 使 用 者 は 指 運 動 と 聴 覚 及 び 臭 覚 の 刺 激 を 合 わ せ て 脳 が 受 け る の で 、 リ ハ ビ リ

効 果 を 相 乗 的 に 高 め る こ と が で き る と 共 に 、 聴 覚 或 い は 臭 覚 の 記 憶 に よ っ て 快 楽 反 応 物 質

の 発 生 を 促 進 し た り 、 ト レ ー ニ ン グ の 達 成 感 も 得 る こ と が で き る 。

　 ま た ス プ リ ン グ １ ２ の 強 さ 毎 に 色 分 け 又 は 突 起 部 ２ ０ に よ る 識 別 性 を 付 加 し た 複 数 の 指

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 準 備 し 、 始 め は 弱 い 弾 力 性 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 使 用

し 、 順 次 強 い 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 段 階 的 に 用 い る こ と も で き る の で 、 リ ハ ビ リ へ

の 向 上 心 を 高 揚 し 且 つ 達 成 感 も 満 足 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ま た 指 保 持 部 ２ は 、 少 な く と も 指 保 持 具 １ ３ を 蓄 熱 部 材 で 構 成 す る と 、 使 用 者 の 要 望 や

求 め ら れ る リ ハ ビ リ 条 件 に 適 応 さ せ て 、 冷 却 又 は 加 熱 し て 使 用 す る こ と が で き る の で 、 こ

の 温 度 に 基 づ く 刺 激 や リ ハ ビ リ 作 用 も 合 わ せ て 付 加 す る こ と が で き る 。

　 ま た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 入 浴 し な が ら 用 い る こ と も で き 、 ま た 入 浴 前 に 指 の ト

レ ー ニ ン グ を 簡 単 に 行 う こ と が で き る の で 入 浴 リ ハ ビ リ 効 果 も 高 め る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 こ の よ う に 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 握 り 操 作 の 運 動 に 聴 覚 や 臭 覚 ， 触 覚 等 の 刺 激

を 加 味 し 、 使 用 者 に ト レ ー ニ ン グ の 興 味 を 喚 起 し て 楽 し く 続 行 さ せ る こ と が で き る 。

　 そ し て 、 指 の 運 動 を 使 用 者 が 無 理 に 意 識 す る こ と な く ト レ ー ニ ン グ に 達 成 感 や 快 楽 反 応

を 伴 っ て で き る か ら 、 早 期 疲 労 や 倦 怠 感 を 回 避 し リ ハ ビ リ 効 果 を 十 分 に 上 げ る こ と が で き

る 。 ま た 普 段 に 使 用 頻 度 の 少 な い 指 に 対 し て も 指 先 の 軽 い 運 動 を 促 進 で き る の で 、 そ の 筋

肉 を 活 性 し ア セ チ ル コ リ ン の 体 内 放 出 や 、 脳 内 の β エ ン ド ル フ ィ ン 等 の 快 楽 反 応 物 質 の 発

10

20

30

40

50



(8) JP  2007-97819  A   2007.4.19

生 を 十 分 に し ト レ ー ニ ン グ を 強 要 す る こ と が な い 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 次 に 図 ３ で 示 す 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 尚 、 前 記

実 施 形 態 の も の と 同 様 な 構 成 及 び 作 用 に つ い て は 説 明 を 省 略 す る 。 こ の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ

ョ ン 具 １ は 本 体 を 例 え ば 洗 濯 物 を 干 す 際 に 使 用 さ れ る 大 型 の 洗 濯 鋏 等 の 既 存 の ク リ ッ プ を

利 用 し 、 該 ク リ ッ プ の 操 作 杆 ９ ， ９ に 対 し 親 指 保 持 部 １ １ と 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ を 設 け る

と 共 に 、 作 動 部 ７ ， ７ に 発 音 部 １ ７ を 設 け た 構 成 と な っ て い る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 示 例 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 操 作 部 ６ に 後 加 工 に よ っ て 形 成 さ れ る 取 付 孔 ２ ６

に 、 リ ン グ 状 の 親 指 保 持 部 １ １ と 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ を 設 け て い る 。 ま た 親 指 保 持 部 １ １

は 使 用 者 の 指 の 大 き さ や ト レ ー ニ ン グ の 程 度 に 応 じ て 、 操 作 部 ６ に 設 け る 複 数 の 取 付 孔 ２

６ に 選 択 し て 取 付 け る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 ま た 発 音 部 １ ７ は 作 動 部 ７ ， ７ の 先 端 部 に 、 吹 鳴 部 ２ ７ を 有 す る シ リ ン ダ ー 部 ２ ９ と 、

握 り 操 作 に よ っ て シ リ ン ダ ー 部 ２ ９ 内 の 空 気 を 圧 縮 す る ピ ス ト ン 部 ３ ０ と を 着 脱 可 能 に 取

付 け る こ と が で き る よ う に し て い る 。 こ れ に よ り 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 握 り 操 作 に

よ っ て 操 作 部 ６ ， ６ を 開 閉 作 動 す る と き 、 ピ ス ト ン 部 ３ ０ が シ リ ン ダ ー 部 ２ ９ 内 の 空 気 を

圧 縮 し 吹 鳴 部 ２ ７ を 鳴 ら し 発 音 さ せ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ま た 使 用 者 は 握 り 操 作 毎 に 発 生 さ れ る 音 を 聴 覚 で 確 認 し な が ら 、 握 り 操 作 運 動 を リ ズ ミ

カ ル に し 易 く な り ト レ ー ニ ン グ 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。 ま た 発 音 部 １ ７ は 開 閉 の 強 弱

や ス ピ ー ド に よ っ て 音 を 変 化 さ せ て ト レ ー ニ ン グ を 楽 し く す る こ と も で き る 。

　 尚 、 作 動 部 ７ に 設 け る 発 音 部 １ ７ は 、 図 示 例 の も の に 限 る こ と な く 作 動 部 ７ ， ７ に 対 し

、 カ ス タ ネ ッ ト 等 の 打 楽 器 を 設 け る よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 次 に 図 ４ で 示 す 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ の 構 成 及 び 使 用 態 様 に つ い て 説 明 す る 。 以 上 の よ

う に 構 成 さ れ る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 図 ４ で 示 す よ う に 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ に

立 設 さ れ る 左 右 の 支 持 杆 ５ に 取 付 け て 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３

は 、 内 装 さ れ た 図 示 し な い 駆 動 モ ー タ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 回 転 体 ３ ３ に 対 し 、 各 支 持

杆 ５ の 基 部 側 を 回 転 中 心 か ら 偏 心 し た 位 置 に 偏 心 位 置 調 節 可 能 に 軸 支 し て い る 。 そ し て 、

各 支 持 杆 ５ の 中 途 部 は 、 回 転 体 ３ ３ 及 び 駆 動 モ ー タ 等 を 覆 う 機 体 カ バ ー ３ ５ に 穿 設 し た ガ

イ ド 溝 ３ ６ に 遊 動 可 能 に 挿 入 し 支 持 さ れ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 こ の 実 施 形 態 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 連 結 ピ ン １ ０ 或 い は 連 結 ピ ン １ ０ の 近 傍

を 各 支 持 杆 ５ の 上 部 に 回 動 自 在 （ 遊 動 状 態 ） に 取 付 支 持 す る こ と に よ り 、 指 ト レ ー ニ ン グ

装 置 ３ の 正 面 側 に 位 置 す る 使 用 者 が 両 手 を 伸 ば し た 左 右 か ら 、 各 親 指 保 持 部 １ １ 及 び 指 保

持 具 １ ３ を 介 し 操 作 杆 ９ ， ９ を 簡 単 に 握 り 操 作 す る こ と が で き る よ う に 設 け て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 即 ち 、 図 示 例 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 連 結 ピ ン １ ０ の 延 長 部 を 支 持 杆 ５ の 上 部

に 回 動 可 能 に 設 け ら れ る 自 在 継 手 ３ ７ に 着 脱 可 能 に 取 付 支 持 し て い る 。

　 自 在 継 手 ３ ７ は 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 把 持 姿 勢 を 規 定 す る ス ト ッ パ ー ３ ９ を 突 設

し て い る 。 ま た 駆 動 モ ー タ の 作 動 及 び 正 逆 回 転 並 び に 回 転 調 整 等 の 操 作 は 、 使 用 者 が ス イ

ッ チ を 足 踏 み 操 作 し た り 、 補 助 者 に よ る ス イ ッ チ 操 作 に よ っ て 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ る 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ は 、 左 右 の 支 持 杆 ５ ， ５ に 支 持 さ れ た 指

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ ， １ を 両 手 の 指 で 把 持 し た 状 態 で 駆 動 モ ー タ を 作 動 す る 。 こ れ に

よ り 支 持 杆 ５ は 回 転 体 ３ ３ の 回 転 に よ っ て 上 下 方 向 の 往 復 運 動 を 繰 り 返 し 、 各 指 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン 具 １ は 一 定 の 上 下 ス ト ロ ー ク で ガ イ ド 溝 ３ ６ 内 の 左 右 動 や 前 後 動 を 合 わ せ た 複

合 的 な 揺 動 運 動 を す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 従 っ て 、 使 用 者 は 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 揺 動 運 動 と 共 に 握 り 運 動 を 同 時 に 行 う こ

と が で き る の で 、 手 指 を 支 持 杆 ５ を 介 し て 支 持 し た 状 態 で 使 用 者 の 意 思 に よ る 複 合 的 な 運

動 を 行 い 、 パ ワ ー リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 効 果 を 高 め る こ と が で き る 。

　 こ の よ う な ト レ ー ニ ン グ に お い て 、 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 連 結 ピ ン １ ０ 並 び に 自

在 継 手 ３ ７ を 介 し 支 持 杆 ５ に 取 付 支 持 さ れ て い る の で 、 支 持 杆 ５ の 強 制 的 な 運 動 に よ っ て

も 指 に 無 理 を さ せ る こ と な く 、 且 つ 指 は 指 保 持 具 １ ３ 等 に よ っ て 指 外 れ 等 の 離 脱 を 防 止 し

て 使 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 ま た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 支 持 杆 ５ に よ っ て 所 定 高 さ に 支 持 さ れ 、 使 用 者 が 持 ち

上 げ 把 持 す る 運 動 を 省 力 で き 、 こ の 分 ス ト レ ス の 少 な い リ ハ ビ リ を 可 能 に す る 。 さ ら に 支

持 杆 ５ を 介 し て 揺 動 す る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 動 き に 合 わ せ 、 使 用 者 は 腕 を 揺 動 さ

せ な が ら 身 体 も 同 時 に 揺 ら し た り 捻 り を 加 え た 運 動 を リ ズ ミ カ ル に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ま た 支 持 杆 ５ に よ っ て 支 持 さ れ る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 親 指 保 持 部 １ １ か ら 親

指 を 外 し た 状 態 で 、 例 え ば 中 指 と 薬 指 を 指 保 持 具 １ ３ ， １ ３ に 保 持 し た 状 態 で 、 円 弧 を 描

く 方 向 の 指 回 し 運 動 等 を 自 由 に 行 う こ と が で き る 。 そ し て 、 日 常 的 に 使 用 （ 運 動 ） 頻 度 の

少 な い 指 や リ ハ ビ リ 要 す る 特 定 の 指 に 対 し 、 集 中 的 な 運 動 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 こ

の 場 合 に も ス プ リ ン グ １ ２ や ウ ェ イ ト ２ １ を 適 宜 選 択 す る こ と に よ り 、 使 用 者 に 適 し た 効

果 的 な リ ハ ビ リ を 促 進 し た り 、 手 指 の 強 化 用 ト レ ー ニ ン グ に も 利 用 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 こ の 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ を 利 用 し た ト レ ー ニ ン グ に 際 し て は 、 バ ッ ク ミ ュ ー ジ ッ ク を

併 用 し 音 楽 や リ ズ ム に 合 わ せ て 駆 動 モ ー タ の 回 転 を 設 定 し 、 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の

上 下 又 は 左 右 方 向 の 運 動 を 行 う よ う に す る と 、 使 用 者 の ト レ ー ニ ン グ を よ り 楽 し く し た り

音 楽 を 利 用 し た ト レ ー ニ ン グ の 達 成 感 を 高 め る こ と が で き る 。 こ の と き 支 持 杆 ５ の 運 動 回

数 や 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ の 握 り 操 作 回 数 を カ ウ ン ト す る 構 造 を 付 設 す る と 、 使 用 者

毎 の ト レ ー ニ ン グ 管 理 を 計 数 的 に 行 う こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 ま た 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ は 、 駆 動 モ ー タ の 正 逆 回 転 調 節 及 び 支 持 杆 ５ の 上 下 ス ト ロ ー

ク を 調 節 可 能 に 構 成 す る こ と 、 及 び 左 右 の 支 持 杆 ５ ， ５ の 間 隔 を 調 節 可 能 に 構 成 す る こ と

に よ り 、 使 用 者 の 体 格 或 い は 必 要 と さ れ る リ ハ ビ リ の 程 度 に 応 じ た 両 手 の 異 質 運 動 を 、 無

理 な 姿 勢 や 運 動 を 強 要 す る こ と な く 行 う こ と が で き る 。

　 ま た 支 持 杆 ５ は 機 体 カ バ ー ３ ５ に 取 付 固 定 し た ス プ リ ン グ 又 は ゴ ム 材 か ら な る 起 立 支 持

用 の 支 持 部 材 ４ ０ を 設 け る こ と が 望 ま し い 。 こ の 場 合 に は 例 え ば 円 形 状 に 穿 設 し た ガ イ ド

溝 ３ ６ の 中 心 部 に 支 持 杆 ５ の 中 途 部 を 支 持 す る こ と が で き 、 こ れ に よ り 駆 動 時 に は 支 持 部

材 ４ ０ の 支 持 力 に 抗 し て 揺 動 さ せ る と 共 に 、 駆 動 停 止 時 に 支 持 杆 ５ を 中 立 位 置 に 復 帰 保 持

す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 尚 、 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ は 駆 動 モ ー タ を 停 止 し た 状 態 で も 、 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具

１ は 支 持 杆 ５ に 支 持 さ れ て い る の で 、 使 用 者 は 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ を 持 ち 上 げ 且 つ

保 持 す る 動 作 を 省 略 で き 、 手 指 を 支 持 杆 ５ に 支 持 し た ス ト レ ス の な い 状 態 で 運 動 を す る こ

と が で き る 。

　 ま た 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 駆 動 モ ー タ 等 を 有 し な い 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 ３ の 機

体 か ら 立 設 し た 支 持 杆 ５ に 設 け る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に 支 持 杆 ５ は 上 記 の よ う な 揺 動

構 造 に よ っ て 支 持 す る か 、 又 は 支 持 杆 ５ を 可 撓 性 を 有 す る バ ネ 材 に よ っ て 形 成 す る こ と が

望 ま し い 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 ま た 図 示 例 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 １ は 、 作 動 部 ７ ， ７ を 洗 濯 鋏 方 式 の 構 成 に よ っ て

開 閉 運 動 を さ せ る も の を 示 し た が 、 切 断 用 鋏 方 式 の 操 作 杆 ９ ， ９ の 構 成 と す る こ と に よ り

、 握 り 操 作 に よ っ て 作 動 部 ７ ， ７ を 閉 じ 作 動 さ せ る 方 式 に す る こ と も で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ６ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に 係 わ る 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 の 構 成 を 示 す 斜 視 図 で あ

る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 指 保 持 部 の 平 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 第 ２ 実 施 形 態 の 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 を 示 す 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 の 構 成 を 一 部 破 断 を し て 示 す 正 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ４ の 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置 の 支 持 杆 と 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具 の 連 結 構 造 を 示 す

斜 視 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ６ ５ 】

１ 　 　 指 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 具

２ 　 　 指 保 持 部

３ 　 　 指 ト レ ー ニ ン グ 装 置

５ 　 　 支 持 杆

６ 　 　 操 作 部

７ 　 　 作 動 部

９ 　 　 操 作 杆

１ ０ 　 連 結 ピ ン

１ １ 　 親 指 保 持 部

１ ２ 　 ス プ リ ン グ

１ ３ 　 指 保 持 具

１ ５ 　 取 付 軸

１ ６ 　 操 作 片

１ ７ 　 発 音 部

１ ９ 　 放 香 部

２ ０ 　 突 起 部

２ １ 　 ウ ェ イ ト
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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